




































“Histoire de l'Art du Japon”








た日本人の編纂による最初の「日本美術史」仏文版で，1000 部印刷され 279 部が各国君主や美術
関係者に配布されたという1）。
翻訳は 1894 年（明治 27）に日本語と古美術研究のため自費で来日し，のち仏国領事館通訳官
や，御雇外国人として陸軍省砲工学校や高等商業学校附属外国語学校のフランス語教師を勤めた
Emmanuel Tronquois（1855–1918）だった。彼は黒田清輝ら白馬会系の画家や知識人らと親交を
深め 1895 年（明治 28）には東京美術学校で欧州の美術教育や美術行政についての講演も行ってい
る２）。





1901 年（明治 34）には和文版『稿本日本帝国美術略史』，1913 年（大正 2）には『ジャパン・タ
イムズ』の創刊者で英語学者の武信由太郎（1863–1930）と在米ジャーナリスト河上清（1873–1949）




“Makimono”，英文版では “Picture Scroll” と記されている。
“L'Art Japonais” と “The Pictorial Arts of Japan”
当時のヨーロッパでは，1862 年（文久 2）のロンドン万国博覧会に出品されたイギリスの駐日公
使 Rutherford Alcock（1809–1897）の収集品に始まり，1867 年（慶応 3）のパリ万国博覧会での
幕府と薩摩藩，佐賀藩の出品，1873 年（明治 6）のウィーン万国博覧会の政府出品と，日本の美術
品が評判となってジャポニスムがおこっており，『国華』と引き合いに出される美術雑誌 “Gazette 
des Beaux-Arts”（1859 年創刊）主筆でコレクターでもある Louis Gonse（1841–1926）の “L'Art 
Japonais”（1883）や，御雇外国人で海軍軍医学校の英国人医師 William Anderson（1842–1900）の
“The Pictorial Arts of Japan”（1886）など外国人の著した研究書がすでに刊行されていた。
余談だが，Gonse の著作には前述の林忠正が協力していた。林は 1878 年（明治 11）にパリ万国
博覧会通訳の仕事で起立工商会社社員として渡仏し，1905 年（明治 38）に帰国するまで美術商と
して 27 年間フランスで活躍した人物である。“L'Art Japonais” はのちに抜粋翻訳されて『日本美術
協会報告』（1893 ～ 94）に「根氏日本美術」（翻訳者不明）として連載されている。Anderson は
1873 年（明治 6）に来日し，滞日中に日本語を習得して日本絵画史にも精通し，1879 年（明治 12）
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de l'Art du Japon” にも関わり，政府が 1888 年（明治 21）から始めた「近畿地方古社寺宝物調査」
の撮影を担当した小川一真の写真は “Histoire de l'Art du Japon”，『真美大観』，『国華』に使われ
ており，官民共同の企画だったのだろう。第 1 冊の凡例によれば和文は藤井宣正（1859–1903），英
文は高楠順次郎（1866–1945）が担当した。藤井は 1900 年（明治 33）ロンドンの大英博物館やヴ
ィクトリア & アルバート美術館で仏教美術を研究し，大谷光瑞が組織した大谷探検隊にも参加し
た経験を持ち，高楠も 1890 年（明治 23）から英，独，仏に留学経験があり東京帝国大学教授や東






1910 年（明治 43）の日英博覧会の自営出品にも『東瀛珠光』（全 6 巻 1907）『雪舟画集』（1909）『東
洋美術大観』（全 12 巻 1908 ～ 1910）等を出品し名誉大賞を受賞している4）。日本政府も，パリ万
国博覧会に出品した “Histoire de l'Art du Japon”（『稿本日本帝国美術略史』）にあたる “Japanese 










作品名をみてみると，真美大観第 15 巻（明治 40）に収録された「源氏物語画巻」の解説には
“Emakimono” とローマナイズされているが，和文には「絵巻」の文字はなく「画巻」となっている。
また第 12 巻の「北野天神縁起画巻」は “Historical Sketches of Michizane Sugawara”，第 14 巻の「伴
大納言絵詞」は “The Story of Tomo no Dainagon” となっている。
『英文国華』
次に 2 種の雑誌を紹介しよう。1889（明治 22）年に岡倉天心らが創刊した『国華』は，日本・
東洋美術の紹介と研究を専門として現在も続く美術雑誌であるが，1905 年（明治 38）から 1918（大
正 7）まで英文国華 “The Kokka, An Illustrated Monthly Journal of the Fine and Applied Arts of 
Japan and Other Eastern Countries”（133 号～ 337 号）を刊行していた。当時，天心にかわり若
干 28 歳の瀧精一（1873–1945）が国華主幹となり，1901 年（明治 34）2 月の 132 号から担当して
いた。和文国華でも 145 号から英文国華の目次や図版リストの原稿が転用され，149 号からは英文
解説の掲載をはじめている。瀧は 1900 年（明治 33）から 2 年間帝室博物館列品英文解説事務も委
嘱されており，英文編集の意識も高かったのだろう。主幹になってただちに英文版に取り組んだと
思われ，中身についても玻璃版の図版は英文国華の方が一枚多く，論文解説も和文とは全く別に欧
米人に理解しやすいよう考慮したという6）。英文国華は 182 号（1905）から，New English Edition
として装丁が独自のものになっている。翻訳はアメリカ留学の経験を持つ東京高等商業学校の英語
教授高島捨太（1864–1911）で，小川一真とは共著で出版するなど交流があった。海外の読者には
美術史家 Bernard Berenson（1865–1959）やベルリン美術館の総館長を務めた Wilhelm von Bode
（1845–1929）などもおり国際的に名が知られていたようである。




作品名を見てみると，133 号の「鳥獣画巻」は “Frolicking Animals Ink-Sketches on a Scroll”，
182 号の「玉蟲厨子」は “Tamamushi Shrine” と記されている。














“Bulletin of Eastern Art”
































たお雇い外国人では，Tronquois の収集品が École des Beaux-Arts を始めフランス国内の数か所に，






ば最初に紹介した “Histoire de l'Art du Japon” も仏文，和文，英文いずれも画像が公開されている。
さてこのような時代の「美術情報」と「多言語」の関係はどうだろう。
“Histoire de l'Art du Japon” のように自国の「文化」の発信の舞台は，いまやインターネットで
ある。本の時代では話題に上らなかったアジアの国がいま熱心に取り組んでいる。ここでは「美術」
を含む「文化財情報」の公開を例にとって日本と韓国の比較をしてみよう。
2006（平成 18）年 3 月に静岡大学で開催された「文化・知識情報資源共有化とメタデータシン
ポジウム」で韓国が国家プロジェクトで「文化財情報のデジタル化とネットワーク化」を進めており，
全国の約 200 の博物館にある 48 万件の文化財情報のうち，既に 26 万件の情報がデータベース化
されているとの報告があった。参加者が一様に驚いたのはその予算額の多さだった。正確な金額を
覚えていないが，文化庁の「文化関係予算の比較」を参考にすると 2005 年度，日本が 1,016 億円





























2012 年から 2013 年にかけて英国のオックスフォード大学アシュモレアン美術館で特別展 
























































7）　 「国華の世界的存在」矢代幸雄 『国華』600 （1940.11）
